
能
登
半
島
地
震
発
生
時
に
、

「
山
梨
県
に
い
た
か
。
そ
れ

と
も
県
外
に
い
た
か
」
に
つ

い
て
は
、
「
山
梨
県
に
い
た
」

が
91
人
、
「
県
外
に
い
た
」

が
９
人
だ
っ
た
。
「
具
体
的

に
ど
こ
に
い
た
か
」
に
つ
い

て
は
、
「
家
」
が
65
人
、

「
親
戚
の
家
」
が
13
人
、

「
友
だ
ち
の
家
」
が
４
人
、

「
買
い
物
場
所
」
が
９
人
、

「
そ
の
他
」
で
神
社
な
ど
が

９
人
だ
っ
た
。
多
く
の
人
が

県
内
で
、
家
族
と
と
も
に
正

月
を
過
ご
し
て
い
た
よ
う
だ
。

地
震
に
つ
い
て
聞
い
て
み

る
と
、
「
揺
れ
を
感
じ
た
か
」

に
つ
い
て
は
、
「
か
な
り
揺

れ
た
」
が
31
人
、
「
揺
れ
た
」

が
56
人
、
「
揺
れ
を
感
じ
な

か
っ
た
」
が
13
人
で
あ
っ
た
。

「
怖
い
と
思
っ
た
か
」
に
つ

い
て
は
、
「
怖
い
と
思
っ
た
」

が
33
人
、
「
怖
く
な
か
っ
た
」

が
55
人
、
「
ど
ち
ら
で
も
な

い
」
が
12
人
で
あ
っ
た
。

「
揺
れ
た
時
に
ど
の
よ
う
な

行
動
を
と
っ
た
か
」
に
つ
い

て
は
、
「
揺
れ
が
お
さ
ま
る

ま
で
じ
っ
と
し
て
い
た
」
が

51
人
、
「
す
ぐ
に
、
テ
レ
ビ

や
ス
マ
ホ
で
地
震
情
報
を
確

認
し
た
」
が
49
人
、
「
安
全

な
場
所
に
避
難
し
た
」
が
５

人
で
あ
っ
た
。
地
震
当
日
、

揺
れ
を
感
じ
た
人
は
約
９
割
、

怖
い
と
思
っ
た
人
は
全
体
の

３
割
で
少
な
く
、
怖
く
な
か
っ

た
と
答
え
た
人
の
方
が
約
６

割
で
多
か
っ
た
。
と
っ
た
行

動
で
は
、
５
割
の
人
が
地
震

情
報
を
確
認
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。

「
今
後
、
山
梨
県
で
も
石

川
県
の
よ
う
な
大
き
な
地
震

が
起
こ
る
と
思
う
か
」
に
つ

い
て
は
、
「
起
こ
る
」
が
88

人
、
「
起
こ
ら
な
い
」
が
12

人
で
あ
っ
た
。
「
非
常
用
持

出
袋
が
家
に
あ
る
か
」
に
つ

い
て
は
、
「
あ
る
」
が
38
人
、

「
な
い
」
が
51
人
、
「
な
い

が
、
こ
れ
か
ら
準
備
す
る
」

が
11
人
で
あ
っ
た
。
「
家
族

が
離
れ
て
い
る
時
の
集
合
場

所
が
決
ま
っ
て
い
る
か
」
に

つ
い
て
は
、
「
決
ま
っ
て
い

る
」
が
39
人
、
「
決
ま
っ
て

い
な
い
」
が
55
人
、
「
こ
れ

か
ら
決
め
る
」
が
６
人
で
あ
っ

た
。
今
後
、
山
梨
県
で
も
大

き
な
地
震
が
起
こ
る
と
思
っ

て
い
る
人
は
約
９
割
だ
っ
た

が
、
非
常
持
出
袋
が
な
い
人
、

集
合
場
所
が
決
ま
っ
て
い
な

い
人
が
約
５
割
と
、
備
え
は

不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

今
回
の
能
登
半
島
地
震
に

つ
い
て
、
「
１
月
１
日
で
み

ん
な
が
お
め
で
と
う
や
頑
張

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
中
、
亡

く
な
っ
て
い
る
人
が
い
る
と

思
う
と
悲
し
く
思
う
」
や

「
能
登
の
人
は
元
旦
か
ら
こ

ん
な
こ
と
が
起
き
て
、
大
変

だ
っ
た
と
思
っ
た
」
な
ど
、

石
川
県
の
被
災
し
た
方
々
を

心
配
す
る
声
が
多
か
っ
た
。

備
え
の
必
要
性
に
つ
い
て
は

「
ス
マ
ホ
の
警
報
ア
ラ
ー
ム

は
設
定
し
て
お
く
べ
き
」
や

「
地
震
が
い
つ
起
き
て
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し

て
お
き
た
い
」
な
ど
、
こ
れ

か
ら
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い

地
震
に
向
け
て
備
え
る
意
識

が
強
く
な
っ
た
と
感
じ
ら
れ

る
意
見
が
多
か
っ
た
。
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最
近
、
気
に
な
っ

て
い
る
記
事
が
あ

る
。
２
０
２
５
年

に
原
付
一
種
が
廃

止
に
な
り
、
原
付

免
許
で
１
２
５
ｃ

ｃ
バ
イ
ク
が
乗
れ
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
。
み
ん
な
の
馴

染
み
深
い
50
ｃ
ｃ
の
原
付
が

販
売
停
止
へ
▼
原
付
は
全
国

で
も
約
４
５
０
万
台
が
利
用

さ
れ
、
通
勤
、
通
学
、
買
い

物
、
仕
事
な
ど
で
使
用
さ
れ

て
い
る
。
本
校
で
も
通
学
時
、

原
付
を
利
用
し
て
い
る
人
は

全
体
で
44
人
、
遠
方
か
ら
通
っ

て
い
る
人
の
足
と
な
っ
て
い

る
▼
理
由
は
２
０
２
５
年
11

月
よ
り
排
ガ
ス
規
制
基
準
が

強
化
さ
れ
、
現
在
の
原
付
は

そ
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
。
新
基
準
を
ク
リ
ア
す
る

た
め
に
は
、
原
付
の
改
良
が

必
要
だ
が
、
技
術
的
に
困
難

で
開
発
費
用
が
か
か
る
こ
と

か
ら
原
付
の
生
産
や
販
売
は

難
し
く
な
る
よ
う
だ
▼
警
視

庁
は
有
識
者
に
よ
る
検
討
会

を
開
き
、
昨
年
12
月
に
有
識

者
検
討
会
は
報
告
書
を
ま
と

め
た
。
結
果
、
１
２
５
ｃ
ｃ

以
下
の
バ
イ
ク
も
原
付
免
許

で
乗
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
結
論
づ
け
た
▼
最
初
、
原

付
一
種
が
消
え
る
＝
法
定
速

度
30
㌔
と
二
段
階
右
折
が
な

く
な
る
と
思
い
喜
ん
だ
。
し

か
し
、
原
付
一
種
の
道
路
交

通
法
は
そ
の
ま
ま
１
２
５
ｃ

ｃ
バ
イ
ク
に
適
用
さ
れ
、
最

高
出
力
も
原
付
レ
ベ
ル
に
抑

え
た
も
の
に
な
る
と
分
か
り
、

残
念
に
思
っ
た
▼
排
ガ
ス
規

制
見
直
し
ま
で
、
あ
と
２
年

弱
。
検
討
す
る
べ
き
こ
と
は

多
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
注

目
し
て
い
き
た
い
。
（
遠
藤
）

本
校
、
防
災
担
当
の
松
木
哲
也

先
生
に
地
震
が
起
き
た
時
の
対
処

法
や
準
備
し
て
お
い
た
方
が
良
い

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
聞
い
て
み

た
。

（
清
田
）

―
学
校
で
地
震
に
遭
遇
し
た
時

に
、
と
っ
て
欲
し
い
行
動
は
。

「
第
一
に
自
分
の
身
を
守
る
行

動
を
と
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

落
下
物
や
倒
れ
て
く
る
も
の
な
ど

か
ら
、
身
を
守
る
方
法
を
考
え
て

く
だ
さ
い
。
教
室
内
で
あ
れ
ば
当

た
り
前
で
す
が
、
揺
れ
が
お

さ
ま
る
ま
で
机
の
下
に
潜
っ

て
い
て
く
だ
さ
い
」

―
登
校
途
中
、
下
校
途
中

で
も
し
、
地
震
に
遭
遇
し
た

時
に
、
と
っ
た
方
が
良
い
行

動
は
。

「
車
な
ど
に
注
意
し
て
、

倒
れ
て
き
そ
う
な
壁
や
電
信

柱
な
ど
の
な
い
広
い
場
所
へ

逃
げ
ま
し
ょ
う
」

―
も
し
も
の
時
に
備
え
て
、

準
備
し
て
お
い
た
方
が
良
い

物
は
。

「
両
手
が
使
え
る
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
、
避
難
の

時
に
必
要
な
物
を
ま
と
め
て

入
れ
、
目
の
つ
き
や
す
い
所

に
置
い
て
お
く
こ
と
。
必
要

な
物
の
例
と
し
て
は
飲
料
水
、

携
帯
ラ
ジ
オ
、
衣
類
、
履
物
、

非
常
食
（
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
）
、

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
貴

重
品
、
懐
中
電
灯
、
救
急
セ
ッ

ト
、
筆
記
用
具
、
雨
具
（
防

寒
）
、
チ
リ
紙
、
マ
ス
ク
な

ど
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
用

品
を
備
え
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
」

―
生
徒
に
お
願
い
し
た
い

こ
と
は
。

「
特
に
お
願
い
し
た
い
の

は
以
下
の
３
つ
で
す
。
①
災

害
時
、
ど
う
い
う
動
き
を
す

れ
ば
よ
い
か
、
イ
メ
ー
ジ
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
②
ど

の
ル
ー
ト
で
ど
こ
に
避
難
す

れ
ば
よ
い
か
、
確
認
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
③
家
族
と

の
安
否
確
認
方
法
と
集
合
場

所
を
決
め
て
お
い
て
く
だ
さ

い
」

防災担当の松木先生

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は
石
川
県
内

に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
、
被
害
に
つ
い
て
、
今
も
新
聞

や
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
新
聞
委
員

会
で
は
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
、
生
徒
１
０
０
人
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
地
震
の
時
に
ど
こ
に
い
た
か
、

ど
の
ぐ
ら
い
揺
れ
を
感
じ
た
か
、
怖
い
と
思
っ
た
か
な

ど
に
つ
い
て
、
調
査
を
実
施
し
た
。

（
遠
藤
）

備
え
は
不
十
分

１
学
年
の
ス
キ
ー
教
室
が

２
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の

２
泊
３
日
で
、
長
野
県
志
賀

高
原
サ
ン
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場

で
行
わ
れ
た
。
１
年
生
１
３

１
人
が
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
楽
し
み
、
有
意
義
な
３

日
間
を
過
ご
し
た
。

ス
キ
ー
教
室
は
事
前
に
ス

キ
ー
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
希

望
が
と
ら
れ
。
未
経
験
者
か

ら
上
級
者
と
い
っ
た
各
自
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
４
～

９
人
で
班
編
制
が
行
わ
れ
た
。

１
日
目
は
午
後
か
ら
班
ご
と

に
、
現
地
指
導
員
の
方
か
ら

リ
フ
ト
の
乗
り
方
、
降
り
方
、

初
歩
的
な
滑
り
方
の
指
導
な

ど
を
受
け
、
２
日
目
は
カ
ー

ブ
の
仕
方
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

で
後
ろ
向
き
に
滑
る
方
法
な

ど
の
指
導
を
受
け
た
。
１
日

目
、
２
日
目
と
も
に
、
実
習

後
１
時
間
程
度
の
フ
リ
ー
滑

走
が
行
わ
れ
た
。
３
日
目
は

午
前
中
、
フ
リ
ー
滑
走
を
行
っ

た
。ス

キ
ー
教
室
の
感
想
を
、

石
川
喜
隆
さ
ん
（
１
年
）
は

「
小
・
中
学
校
の
時
に
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
ス
キ
ー
教
室
が

で
き
て
嬉
し
か
っ
た
。
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
し
た
が
、
班
の
人

と
楽
し
く
３
日
間
、
滑
る
こ

と
が
で
き
た
。
み
ん
な
と
一

緒
に
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
転

ん
で
お
尻
か
ら
20
㍍
く
ら
い

滑
り
落
ち
る
人
も
い
た
り
と
、

楽
し
か
っ
た
。
小
・
中
学
校

で
体
験
で
き
な
か
っ
た
青
春

を
取
り
戻
せ
て
良
か
っ
た
」
、

樋
川
友
暖
さ
ん
（
１
年
）
は

「
ス
キ
ー
を
し
た
が
、
初
心

者
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
と

て
も
怖
か
っ
た
。
し
か
し
、

２
日
目
は
慣
れ
て
き
て
、
３

日
目
は
全
力
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
。
良
い
経
験
に
な
っ

た
」
と
話
し
た
。

こ
の
３
日
間
で
ほ
と
ん
ど

の
人
が
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
が
滑
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

高
校
生
活
の
良
き
思
い
出
と

な
っ
た
。

（
望
月
）

指導を受けながら新雪の斜面を滑る１年生



企
業
・
上
級
学
校
見
学
会

が
２
月
７
日
、
峡
北
・
韮
崎

地
区
の
企
業
と
甲
府
商
科
専

門
学
校
で
行
わ
れ
、
２
年
生

が
各
学
科
に
分
か
れ
て
見
学

し
た
。
こ
の
見
学
会
は
、
身

近
に
あ
る
企
業
や
上
級
学
校

を
知
る
こ
と
で
、
今
後
の
進

路
選
択
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
、
こ
の

時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
。

情
報
技
術
科
は
午
前
に
日

邦
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
（
株
）
を

見
学
し
、
午
後
は
甲
府
商
科

専
門
学
校
を
見
学
し
た
。
そ

れ
以
外
の
学
科
は
午
前
、
午

後
、
そ
れ
ぞ

れ
一
企
業
を

見

学

し

た

（
＝
写
真
）
。

企
業
見
学

で
は
、
そ
の

企
業
の
理
念
、
、

製
造
し
て
い

る
製
品
な
ど

に
つ
い
て
、

専
門
学
校
で

は
、
学
校
の

概
要
、
学
科
説
明
に
つ
い
て
、

説
明
や
見
学
を
と
お
し
て
知

る
こ
と
が
で
き
た
。

情
報
技
術
科
の
藤
原
悠
介

さ
ん
（
２
年
）
は
「
実
際
に

企
業
先
や
学
校
を
見
学
し
て
、

進
路
選
択
に
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
感
想
を
語
っ

た
。

（
小
林
）
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電
子
機
械
科
は
「
ロ
ボ
コ

ン
や
ま
な
し
に
参
加
し
て
」
、

電
気
科
は
「
若
年
者
も
の
づ

く
り
大
会
に
参
加
し
て
」
、

情
報
技
術
科
は
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
制
作
と
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の

研
究
」
、
環
境
化
学
科
は

「
原
子
吸
光
分
析
（
河
川
な

ど
に
含
ま
れ
る
銅
イ
オ
ン
の

定
量
分
析
）
」
、
シ
ス
テ
ム

工
学
科
は
「
エ
コ
カ
ー
徹
底

研
究
」
、
制
御
工
学
科
は

「
資
格
取
得
へ
の
取
り
組
み

と
セ
ニ
ア
カ
ー
の
改
造
」
に

つ
い
て
、
課
題
研
究
授
業
で

研
究
し
て
き
た
成
果
を
発
表
。

各
学
科
と
も
に
、
３
年
間
の

努
力
が
実
を
結
ん
だ
発
表
と

な
っ
た
（
＝
写
真
）
。

発
表
に
つ
い
て
感
想
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
秋
山
雄
貴
さ

ん
（
２
年
）
は
「
ど
の
課
題

も
精
密
な
操
作
を
必
要
と
す

る
の
で
難
し
そ
う
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
技
術
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
将
来
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
」

と
語
っ
た
。

〇
課
題
研
究
で
大
変
だ
っ

た
こ
と

「
作
業
で
体
力
を
使
う
こ

と
が
多
か
っ
た
。
タ
イ
ヤ
が

パ
ン
ク
し
た
の
で
、
何
回
も

や
っ
て
み
た
の
が
大
変
だ
っ

た
」
（
砂
畑
奏
太
・
Ｃ
科
）

「
コ
ー
ド
を
打
ち
込
ん
で
、

実
際
に
Ｗ
ｅ
ｂ
で
実
行
す
る

の
が
大
変
だ
っ
た
」
（
長
田

空
・
Ｊ
科
）

「
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
作
業

工
程
が
大
変
だ
っ
た
。
大
会

に
向
け
て
の
操
作
練
習
が
難

し
く
、
時
間
が
足
り
な
か
っ

た
」
（
高
井
健
吾
・
Ｍ
科
）

〇
発
表
会
の
感
想

「
一
人
で
発
表
し
た
の
で
、

ス
ラ
イ
ド
操
作
と
発
表
を
同

時
に
行
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

と
て
も
大
変
だ
っ
た
が
、
思
っ

た
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
発
表
で

き
て
良
か
っ
た
」
（
小
澤
栄

希
・
Ｅ
科
）

「
１
年
間
や
っ
て
き
た
こ

と
を
し
っ
か
り
発
表
で
き
て

良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
人

前
で
話
す
こ
と
が
あ
る
と
思

う
の
で
、
こ
の
経
験
を
活
か

し
て
い
き
た
い
」
（
岡
山
章

太
郎
・
Ｊ
科
）

「
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
制
作
す
る
の
は
と
て
も
大

変
だ
と
思
っ
た
。
就
職
し
て

〇
４
コ
マ
漫
画
を
担
当
。

話
題
を
決
め
る
の
が
大
変

だ
っ
た
。
絵
を
描
い
た
り
、

構
成
を
考
え
た
り
す
る
の

が
難
し
か
っ
た
。

〇
初
め
て
、
新
聞
作
り

に
携
わ
っ
た
。
学
校
の
こ

と
が
新
聞
を
通
し
て
、
多

く
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
良
か
っ
た
。

〇
今
ま
で
３
年
生
が
中

心
で
、
今
回
初
め
て
、
１
，

２
年
生
で
新
聞
を
作
っ
た
。

で
き
る
か
心
配
だ
っ
た
が
、

形
に
な
っ
て
良
か
っ
た
。

○
記
事
担
当

遠
藤
陸
、
小
畑
翼
、
小

林
健
治
、
清
田
ユ
キ
オ

（
２
年
）
、
望
月
秀
一
、

名
取
聖
也
（
１
年
）

○
四
コ
マ
漫
画
担
当

清
田
ヨ
シ
オ
（
１
年
）

○
写
真
担
当

清
田
ユ
キ
オ
（
２
年
）
、

名
取
聖
也
（
１
年
）

協
力
・
深
沢
琉
斗
（
１

年
）

第
19
回
生
徒
研
究
発
表
会
が
２
月
５
日
、
本
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
１
、
２
年

生
を
対
象
に
３
年
生
の
各
学
科
代
表
者
が
研
究
の
成
果
を
発
表
し
た
。
こ
の
会
は

３
年
生
が
集
大
成
を
発
表
す
る
場
で
、
１
、
２
年
生
は
今
後
の
学
習
や
進
路
選
択

に
つ
な
げ
て
い
く
。
本
来
は
午
後
か
ら
来
賓
、
保
護
者
を
招
い
て
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
降
雪
の
関
係
で
、
在
校
生
の
み
で
、
午
前
に
行
わ
れ
た
。
（
小
畑
）

☆食品ロスに貢献。食事は残さないように

している。（清水俊平）

☆環境に配慮して、ペットボトルとキャッ

プを分別して捨てている。（砂畑詠汰）

☆節水、節電に心がけている（川村航）

☆エコバッグを持って、買い物に行ってい

る。（溝口結生）

☆二酸化炭素削減。バイクに乗らず、毎日、

自転車に乗っている。（坪木大空）

☆コンビニのレジ横の募金箱に募金をして

いる。（萩原大輝）

☆ペットボトルの分別を行っている。

（中込楓雅）

☆缶、びん、段ボールを資源ゴミ回収場に

持って行っている。（石川喜隆）

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）、地球が

抱える問題を解決するために、あなたはど

のような取り組みを行っていますか？

今回はバレーボール部員の取り組みを紹介

します。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
担
当
な
ど

に
な
っ
た
ら
、
今
回
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
て
い
き
た
い
」

（
長
田
空
・
Ｊ
科
）

〇
後
輩
に
伝
え
た
い
こ
と

「
で
き
る
、
で
き
な
い
は

関
係
な
く
、
や
る
か
、
や
ら

な
い
か
が
大
事
。
挑
戦
し
て

い
っ
て
欲
し
い
」
（
西
山
零

次
・
Ｃ
科
）

「
今
の
う
ち
に
Ｗ
ｅ
ｂ
デ

ザ
イ
ン
３
級
を
取
得
し
て
お

く
と
良
い
」
（
中
村
剣
士
・

Ｊ
科
）

し
ば
ら
く
お
休
み
し
て
い
た

「
Ｏ
ｕ
ｒ

ｔ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
」

を
再
開
。
今
回
は
Ｏ
Ｂ
の
濱
久
保

智
基
先
生
を
紹
介
す
る
。
（
名
取
）

―
趣
味
は
。

「
ド
ラ
イ
ブ
。
旅
行
。
ギ
タ
ー
。

動
画
制
作
」

―
座
右
の
銘
ま
た
は
好
き
な
言

葉
は
。

「
『
常
に
学
び
続
け
る
姿
勢
』

常
に
刺
激
を
受
け
て
い
か
な
い
と

自
分
が
ダ
メ
に
な
る
気
が
す
る
の

で
」

―
教
員
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

は
。「

人
に
何
か
を
教
え
る
仕
事
が

し
た
く
て
」

―
先
生
が
高
校
生
の
時
の
韮
崎

工
業
は
ど
ん
な
雰
囲
気
の
学
校
で

し
た
か
。

「
部
活
や
資
格
勉
強
に
向
か
う

姿
勢
が
、
み
ん
な
輝
い
て
い
ま
し

た
。
多
少
怒
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
そ
れ
で
も
食
ら
い
つ
い
て

頑
張
る
と
い
う
男
勝
り
な
生
徒
が

多
か
っ
た
印
象
」

―
高
校
生
の
時
の
部
活
動
は
。

「
太
鼓
部
。
当
時
部
長
で
、
歴

代
初
優
勝
し
た
時
は
さ
す
が
に
し

び
れ
ま
し
た
」

―
学
園
祭
は
ど
ん
な
感
じ
で
し

た
か
。

「
あ
の
全
校
生
徒
の
一
体
感
は

男
子
高
校
生
の
真
骨
頂
で
し
た
ね
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
優
勝
し
た
！
遅

く
ま
で
残
っ
て
練
習
頑
張
り
ま
し

た
。
準
備
期
間
は
楽
し
く
て
家
に

帰
り
た
く
な
か
っ
た
」

―
修
学
旅
行
は
ど
ん
な
感
じ
で

し
た
か
。

「
沖
縄
に
行
き
、
初
日
の
国
際

通
り
で
お
小
遣
い
ほ
ぼ
使
い
切
っ

た
の
は
良
い
思
い
出
で
す
。
先

生
方
、
部
屋
の
カ
ギ
壊
し
ち
ゃ
っ

て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
！
」

―
実
習
は
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
い
ま
し
た
か
。

「
電
気
工
事
士
の
印
象
が
強

い
で
す
。
僕
は
保
延
先
生
の
舎

弟
で
し
た
。
教
員
の
前
は
電
工

職
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
大
変

役
に
立
っ
た
実
習
で
し
た
」

―
学
校
生
活
全
般
で
何
か
思

い
出
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

「
資
格
も
部
活
も
、
同
じ
目

標
に
向
か
え
る
仲
間
が
た
く
さ

ん
い
た
の
が
一
番
自
分
の
支
え

に
な
り
ま
し
た
。
文
武
と
も
に

全
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
、
今

の
自
分
が
あ
る
の
も
そ
の
お
か

げ
で
す
」

―
私
た
ち
、
生
徒
に
一
言
お

願
い
し
ま
す
。

「
高
校
時
代
の
仲
間
は
大
人

に
な
っ
て
も
仲
が
良
い
で
す
。

今
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
る
友
達

や
先
輩
後
輩
を
、
自
分
の
こ
と

の
よ
う
に
大
切
に
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
思
い
や
り
っ
て
本

当
に
大
事
で
す
」

濱久保 智基 先生（２５歳）

工業科・情報技術科

２０１６年度（平成２８年度）

電気科卒業

３
年
生
の
コ
メ
ン
ト


